
  
 

 わたしは、この二学期、たくさんの「らしさ」に出会い、「らしさ」についてたくさんのことを考えさせら

れ、これまで気づかなかったことに気づくことができました。今日は、

児童会主催の「なかよしパーク」を使って、その気づきを話したいと思

います。 

 「なかよしパークは楽しいんだよ」と、皆さんからよく話に聞いてい

たので、どんなに楽しいのか、私もとても楽しみにしていました。そし

て当日… いい笑顔だね。学校中が笑顔であふれた一日だったね。私は、

仲良しパークがまさに、治田小の強み、宝だと確信したので、どうして

こんなにみんなが笑顔になったのか、考えてみたくなりました。 

 

 １～３年生の皆さん、９月１２日の仲良しパーク、準備が始まったのはいつからだと思う？  

なんと、６月には始まっていたのです。そんなに早い時期から、六年生各委員会の三役の皆さんは考え始め

てくれていたんだね。 

雨が降っても大丈夫な内容と会場決め、１年生から６年生までみんなが楽し

めるルール作り・・・校長先生が感心したのは、各委員会の「らしさ」を活か

したお店の内容。全校がまたアルミ缶をたくさん集めてくれるように、色々な

ジャンルの本を手に取ってもらえるように、放送室の雰囲気を味わってもら

えるように、掃除を楽しくできるように、ウイルスを射的でやっつけられるよ

うに、大きな段ボールや大谷グローブで運動の楽しさを感じてもらえるよう

に、お花に興味を持ってもらえるように・・・そして凄いのは、楽しみながら

児童会の大事さも感じちゃう企画であった、というところ。 

 

夏休みが明けると、どの委員会も本格的にお店作りが始

まっていきました。特にリーダーである６年生は、大好き

な休み時間や昼休みまで使い、中には自分でいろいろな所

を回って、お店で使うたくさんの段ボールを調達してきた

人もいたのだそうです。前日準備では全てのお店で、実際

に自分たちでやってみながらやり方を修正したり、作り直

したりしてくれていました。 

 

 当日ももちろん、各委員会の皆さんの頑張りは続きます。 

お店の人達を見ていると、前のお客さんが帰った

後、さっと椅子を直す人、お客さんの待ち時間が少

しでも短くなるように、仲間と協力して一生懸命片

付ける人。なかなかうまくいかない友達や１年生が

笑顔に戻るように、優しく励ましの声をかける人。 

きっと、他の全ての人が、このような心配りや頑張

りをしていたと、私は感じていました。 

 

私は、そういった皆さんの姿に、とてもとても感動しました。そして、なぜそんなにも皆さんは、「相手の

為に」一生懸命になれたのか、校長先生は知りたくなって、何人かの人にインタビューしてみました。 

ある人は、「混んでくると、よっしゃ！って自分をほめたくなるし、ピンチになったときは、友だちがいてく

れるから頑張れる」、と言っていました。またある人は、「１年生が笑ってくれると、めちゃめちゃ嬉しい」

と答えてくれました。 

 校長先生は、それを聴いて思ったのです。“相手に、自分が納得する良いもので、喜んでほしい” それが、

各委員会の人たち、リーダーである６年生の皆さんの「夢」になっていたのだって。だから、相手のことを

考えた活動となって、学校中が笑顔あふれる 1日になったんだ。 
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やりたいこと、好きなことが「夢」になった時、それをどうしても実現させたいと願うようになる。だか

ら、うまくいかないこと、苦しいことがあっても 一生懸命取り組める。その、夢に向かっている時、皆さ

んの「らしさ」は磨かれているのだと。 

そして何より、高学年の皆さんの、大事な人を笑顔にしようと懸命に取り組む姿を見ている１年生、２年

生、３年生の皆さんはきっと、その姿に憧れをもって、相手の為に心を砕く人となっていくでしょう。 

  

さあ、あと数日で新しい年。この治田小での毎日の中で、「こうなりたい」とい

う夢・願いに向かって夢中になれるもの、一生懸命を続けられるものを、皆さん

がどうか、見つけられますように。見つけられて、それに一生懸命になれた人は、

「らしさ」がどんどん磨かれ、輝いていくでしょう。 治田小の２０２５年が、

そんな年となりますように。わたしは、それを願っています。 

         みなさん、是非、良いお年をお迎えください。 

 

【２年】「特特、特別なお味噌なんだよ」 

12月18日に小林醤油店さんに教えていただきながら、自分達で育てた大豆

を使って味噌作りに挑戦しました。手動で蒸した大

豆をひいた後、塩と麹を手で混ぜ、最後にペットボ

トルに詰めました。手作業の大変さを感じながらも

楽しく活動することができました。食べ頃は三ケ月

後。ペットボトルが透明なので、熟成していく様子を

観察しながら家で大切に保管しています。 

【４年】本の世界に浸る子どもたち 

11月 27日には四季の会の方による読み聞かせがありました。

普段出会うことのない本に触れ、とても充実した時間となりまし

た。読んでいただいた本の中に、「こぶとり」がありました。今

の子どもたちは、いわゆる「日本の昔話」に触れる機会が少なく

なっているのではと想像します。昔話の楽しさを知り、地域の民

話にも目を向けるチャンスになればいいなと思いました。 

12月 3日には学校職員による読み聞かせがありました。本の選

択がバラエティに富んでいて、本の一覧を見ただけでわくわく感

を覚えた子もいたのではないかと思います。昇降口に本の紹介がありますので、子どもたちにも

個々手に取ってもらい、読書の世界を広げてほしいと思います。 

【６年】１１月末ですが・・・・ドローン体験 

１１月２５日（月）26 日（火）にプログラミング学習として、千曲市の ICT 専

門の先生方にご協力を頂きドローンを飛ばしました。ドローンを自動操縦した

り、課題にそって、自動で飛ぶようにプログラムを組んだりしてドローンに触れま

した。離陸地点から障害物を避け、決められたコースを飛びながら着陸地点ま

で自動で飛ぶようにタブレットでプログラムを組む場面において、うまくいかなかった際、飛ぶ高さや進む距

離を変えながらプログラムを組み直したり、仲間と試行錯誤しながらコースをクリアしようとしたり姿がとても

印象的でした。初めての体験でしたがみんなとても真剣で、また楽しそうに仲

間と学習に取り組みました。指導してくださった先生方も「仲間と探究する姿が

すばらしい」と、褒めてくださっていました。これからの時代、生活のあちこちで

このプログラミングに関わることが出てくるかもしれません。子どもたちにとって、

プログラミング的思考、空間認識能力を育む素敵な体験となりました。



【１月の下校時刻】帰宅時刻は 16時 30分です 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

１年  

１５：００ 
１５：００ 

１４：３０ １４：４５ 
（児童会のある日

は 14:50） 

１５：００ 
２年  

１５：１０ ３年 
１５：４５ １５：４５ 

４・５・６年 １５：４５ １５：３５ 

 

【１月の予定】 

月日（曜日） 主な行事 下校時刻 

12/25（水）～ 

１／８（水） 

年末年始休業(12/28～1/5は学校閉庁日) 

◎１／６は学年費･旅行貯金口座引落日 

 

１／９（木） 3学期始業式 全校４時間授業  全校 14:00 

１０（金） 全校４時間授業  全校 14:00 

１１（土）   

１２（日）    

１３（月） 成人の日  

１４（火） 児童会選挙運動開始(～1/17) 通常下校 

１５（水） 更埴西中学校保護者説明会   〃 

１６（木） 児童会⑪   〃 

１７（金） 月曜日課 ６年制服採寸(午後) 来入児保護者会 1年 13:10、他学年は通常下校 

１８（土）   

１９（日）   

２０（月） 性に関する指導月間（～2/14） 通常下校 

２１（火）    〃 

２２（水） 児童会立ち会い演説会･投票(3-6年)   〃 

２３（木）    〃 

２４（金）    〃 

２５（土）   

２６（日）   

２７（月）  通常下校 

２８（火） １年そり教室 1年 14:35、他学年は通常下校 

２９（水）    〃 

３０（木）    〃 

３１（金） ◎給食費口座引落日   〃 

 


